
日本一の富士山を一合目から登りました 

 富士山縦走山行 

                   222000111777 年年年８８８月月月１１１２２２日日日夜夜夜発発発～～～１１１５５５日日日  

   ＜参加メンバー＞ １０人（男性３人、女性７人）     ＜天 候＞ 雨時々曇 

＜コースの概要＞ 

大阪駅前近鉄バス乗場 - 富士急ハイランド BT - 赤池精進口 - 富士風穴 - １合目天神峠 - 2合目 - 3合目 - 奥庭荘 - ５合目（スバル

ライン）- 6合目 - 7合目 - 元祖室 - 本８合目 - 9合目 - 吉田ルート頂上 - 富士宮ルート分岐 - 剣ヶ峰山頂 - ９合目 - ８合目 –  

新７合目 - 新６合目 - 富士宮口５合目 - 銭湯・湯らぎの里 - 新富士駅 - 新大阪駅 

 

＜ コ ー ス タ イ ム  ＞ 
  

８／１２ ２２：１５ 大阪梅田・近鉄バス乗場(高速バス) ～ 
  
８／１３ ８：１０富士急ハイランド BT  ８：２８タクシー ８：５８赤池

精進口登山道９：０９ ～ １０：４０富士風穴１１：３５ ～ １合目

天神峠１２：３０ ～ １２：４５昼食  ２合目（標識なし）１３：５

６ ～ ３合目（標識なし）１５：１０ ～ １６：４０奥庭荘（泊） 
  
８／１４ 奥庭荘７：１０ ８：５０ お中道 ９：２０～９：５３ ５合目（ス

バルライン）１０：００ ～ １１：００ ６合目 １１：１０ ～ １３：

０３ ７合目 １３：１０ ～ １４：１７ 元祖室（泊） 
  
８／１５ ５：１０ ～ ５：２５元祖室 ～ 本８合目 ６：３５ ９ 合目 ７：１

０ 吉田ルート頂上 ８：００ 富士宮ルート分岐 ８：２８ 剣ヶ峰山

頂 ８：５０ ～ ９：４５ 富士宮ルート分岐 ～ ９合目 １０：０５

～ １０：４６ ８合目 １１：４２ 新７合目 １２：３６ 新６合目 １

３：００ 富士宮口５合目 タクシー  １４：１６ 銭湯・湯らぎの里 タ

クシー １６：１１ 新富士駅 １８：５０ 新大阪駅 

＜ 山 行 の 概 要 ＞ 
 
 富士山域を探検し頂上を目指す為、富士山を１合目

から登ることに・・・ 天候不良であったが何とか一

合目からの富士登山は達成できた。 
 

1 日目 

  雨天の中、樹海の木に守られながら風穴を堪能し、

宿の奥庭荘へ 
 

２日目 

時に顔を出す富士山山頂を見上げながら、富士ス

バルラインに沿った山道街道を抜け５号目に到着。 

荒天の中、こまめに休憩をとりながら８合目元祖室

へ 
 

３日目 

山頂に到着するも暴風雨。お鉢めぐりは見送る

も、体調が万全のメンバーは剣ヶ峰山頂を踏めた。 

雨天の為、ゆっくりと下山。 
 

事故なく全員無事に富士山を堪能することが出

来た。 

 

 

   

 

  

１ 富士急ハイランドから赤池精進口にタクシ
ーで到着１合目からスタート 

 ２ 樹海をゆく.  ３ 富士風穴目印 

     

４ 富士風穴降りた所  ５ 風穴の入り口から見上げたときの景色  ６ 風穴の中の地面の一部が凍っていた 



 

 

 

 

 

７ 奥庭荘への道標 3合目付近  ８  樹海にいたベニテングダケ他にも見た目
はキレイなキノコが多かった 

 ９ 奥庭には倒木が多いものの道は明瞭. 

  

 

  

１０ 奥庭荘  １１ 奥庭荘に咲いていたコケモモ  １２ 奥庭の植物（白花のホタルブクロ） 

  

 

  

１３. 奥庭荘の豪華な食事  １４ 富士スバルライン山側の道  １５ 富士山の５合目付近赤土 

 

   

 

１ ６  富士スバルライン山側の道はシャクナゲが
沢山咲く場所が多く見られた 

 １７ . 富士スバルライン山側お中道から見え
た富士山頂 

 １８ 富士山が噴火したことがよくわかる。火山

の土であった 

  

 

 

 
１９ 富士スバルライン山側お中道から 

見えた富士山頂 
 ２０ 少しの間晴れ間。富士山頂が顔を出す  ２１ ５合目入り口 



 

   

 
２２ 雨天 6合目から７合目  ２３ ８合目の看板  ２４ 夕方に外界の湖がみえた 8合目 

 

 

 

 

 

２５ 夕暮れ時 8合目.  ２６ 夜、８合目からの景色  ２７ 8合目から頂上を目指す 

  

 

 

 

２８ ご来光の景色は拝めなかったが雲の上  ２９ 悪天候ながらも時折みえる外界  ３０ 頂上手前の鳥居にてみな写真を撮れた 

 

   

 

３１ 富士山山頂  ３２ 悪天候のため山頂からの景色は雲  ３３ 富士山最高峰剣ヶ峰にて 

 

    

３４  悪天候のため帰路はあまり写真が撮れずの
中の貴重な１枚 

    

 


